
　孔子は『論語』の中で君子のあり方について、幾

度となく語っています。『論語』は君子の心得を

説いたものと言っても過言ではないくらいです。

この表題の「君子は道を謀りて、食を謀らず」も

その一つです。

　「道
みち

を謀る」とは、道義心を追い求めることで

す。「食
しょく

を謀らず」とは、生活の糧
かて

を追い求めない

ということです。したがってここの意味は、世の

指導者たるもの、道義心を養うことが第一で、自

分の生活は二の次にすべきだということになり

ます。

　ここで肝心なことは、「道」とは何かというこ

とです。

　道義、道徳、道理等々、「道」という文字にはい

ろいろな意味が込められていますが、孔子にとっ

て「道」とは、今日私たちがイメージするような内

面的、抽象的な意味合いばかりでは必ずしもあり

ませんでした。孔子の説く「道」とは、現実の政治

や社会の在り方と直結するものでした。孔子はま

た「道之不行，已知之矣（Dào zhī bù xíng, yǐ zhī 
zhī yǐ）」（道の行われざるは、已

すで

に之
これ

を知れり）〈微

子第十八〉とも言っています。社会が乱れ、世の道

義が廃れたことを、自分はよく認識している、と

いう意味です。だからこれを正さなければならな

い。そのためには、指導的な地位にある者が率先

して道義を実践し、正しい世の在り方を追求しな

ければならない。そして、それができる人材を育

てることを、晩年の孔子は自らの使命としていま

した。「朝闻道，夕死可矣（Zhāo wén dào, xī sǐ 
kě yǐ）」（朝

あした

に道を聞かば、夕
ゆう

べに死すとも可
か

なり）

〈里仁第四〉。世に道義が行われるようになるなら、

その日のうちに死んでもよい、という言葉もその

心境を表わしたものと見ることができます。

　さて、表題に続く言葉は次のようになっていま

す。「耕也，馁在其中。学也，禄在其中（Gēng yě, 
něi zài qí zhōng。Xué yě, lù zài qí zhōng）」（耕

たがや

せば、餒
たい

その中
うち

に在り。学べば、禄
ろく

その中
うち

に在り）。

「耕」とは田畑を耕すこと、農業に従事することで

す。「餒」とは飢えることです。「学」とは学ぶこ

と。ここでは学問をして支配階級の仲間入りをす

ることです。「禄」とは食禄、俸給のことです。「其

の中に在り」とは、自然にそうなるという意味で

す。したがって、ここの意味は、農民は、いくら

農業に励んでも自然の成り行きとして災害や飢

饉から免れることはできない。だから飢えは避け

られない。しかし学問をして支配階級の一員にな

れば、何が起こっても多かれ少なかれ俸給にあり

つくことができるので、飢えることはない、とい

うことです。

　だからと言って孔子は、学問に励んで高い地位

につくことを奨励しているわけではありません。

文はさらに続きます。「君子忧道，不忧貧（Jūn zǐ 
yōu dào,bù yōu pín）」（君子は道を憂えて、貧を
憂えず）。だから世の指導者は、自分の行為が道

義にかなっているかどうかを常に心がけるので

あって、自分が貧乏であるかどうかは気にしない

ものである、と。

　飢えに苦しむ農民からの租税によって、指導者

は生計を立てることができる。だから指導者は道

義を重んじなければならない。そしてその道義

は、仲間内だけものではなく、農民にまで及ぶも

のでなければならない。孔子の目指した「道」と

はそういうものでした。

（わんりぃ「中国語で読む漢詩の会」講師）

『論語』あれこれ㉖
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